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（注１）「ミドルリーダーとは誰か」は一つの論点ではあるが，本稿では，「各種主任・主事や主幹教
諭，指導教諭といった「組織のミドル」にある教員」，「教職経験１５年前後，年齢は４０歳前後で「中
堅教員」と呼ばれることが多い「人生のミドル期」にある教員」，「教職経験年数の多寡や職務・
職位等の有無に捉われず「組織に影響力を与える」教員」のいずれかに該当するものを指す（畑
中２０１８b）。
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－１０年間のインタビューデータの共同分析を通じて－
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An Examination of the Methods to Encourage Middle
Positioned Teachers for Their Reflection: Through the
Collaborative Analysis of the Interview Data of１０Years

Ⅰ．はじめに：研究の目的
教員年齢構成や学校をめぐる社会環境の変化を受け，現在の学校経営は様々な課題に直
面している。例えばそれは，急増する若手教員の育成や，これまで蓄積されてきた学校組
織における知識の継承，そして学校教育の改善へ向けた新たなアイデアの発案などである
（畑中２０１８a）。上述のような学校経営における課題解決のキーパーソンとして期待が集
まるのが学校組織におけるミドルリーダーであり，近年では，「いかにしてミドルリーダー
の成長を支え，育成するか」は研究上･実践上における喫緊の課題となっている。
ミドルリーダーに限らず教師の成長については，これまでも膨大な研究がなされている
が，その研究を概括するならば，教師の成長には省察が必要であることが指摘されている
（コルトハーヘン２０１２等）。こうした先行研究を踏まえるならば，ミドルリーダーの成長
を支え，育成するためには，学校経営へ参画するミドルリーダーの省察を保障しなければ
ならない。
しかし，学校経営へ参画するミドルリーダーが成長するためには，「何を」「どのように」
省察することが有効なのかが難しい。なぜなら学校経営は，教師・子ども・保護者・地域
住民など，教育活動に関わる様々なアクターの相互作用でなされるプロセス的性格を持つ
事象であり，当該事象を省察するとはいかなることであり，そしてそれはどのようにして
可能であるかが十分に検討されてこなかったからである。それゆえ，ミドルリーダーの成
長に関する先行研究のほとんどは，「ミドルリーダー」とされる当事者（注１）が現時点から
過去を振り返って語り，その語りをもとに（多くの場合は分析者/論文執筆者である研究
者が単独で）解釈するにとどまっていた（束原２０１９など）。そこで本稿はこの点を乗り越
えるべく，学校経営へ参画するミドルリーダーの省察を促す方法を開発し，その可能性を
検討することを目的とする。
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表１ 第二筆者の附属小在籍１０年間の概要

・６年担任
・研究主任
・学年主任

・６年担任
・研究主任
・学年主任

・５年担任
・研究主任
・学年主任

・３･４年Ａ組（注２）
・研究主任

・６年担任
・算数科主任
・研究副主任

２０１９年度２０１８年度２０１７年度２０１６年度２０１５年度

・２年担任
・研究推進部

・６年担任・１年担任・１年担任・附属小着任
・組織最年少
・４年担任

２０１４年度２０１３年度２０１２年度２０１１年度２０１０年度

（注２）附属小は，２００４（平成１６）年度より複式学級を設置している。
（注３）当該調査は２０２０年度現在も継続中である。

Ⅱ．研究方法
学校経営へ参画するミドルリーダーの省察を促すためには，学校経営事象の特徴である
プロセス的性格を踏まえた手立てが必要となる。そこで本稿では，以下の対象・データ・
手順によってその手立てを検討した。

（１）研究対象
本稿で研究対象とするのは，第二筆者である池田（以下，第二筆者）がミドルリーダー
に「なる」プロセスである。長崎大学教育学部附属小学校（以下，附属小）教諭である第
二筆者は，教職経験１８年目，その１０年間を長崎大学教育学部附属小学校に在籍し，算数科
研究に取り組んでいる（２０１９年度現在）。そして第二筆者はこの１０年間において，組織最
年少（２０１０年度）から学年主任･研究主任（２０１７年度～２０１９年度）へと組織における立ち
位置が変容しており，附属小において自他ともに認めるミドルリーダーとなっている（表
１）。本稿では，この第二筆者がミドルリーダーに「なる」プロセス（ミドルリーダーへ
と変容する１０年間）を研究対象とする。

（２）分析データ
第一筆者である畑中（以下，第一筆者）は第二筆者に対し，「自身の役割」を問うイン
タビュー調査を２０１０年度～２０１９年度の１０年間継続して実施してきた（注３）。上述のように，１０
年間のなかで第二筆者の組織における立ち位置は変化し，それに伴い「自身の役割」に関
する第二筆者の語りも変容している。本稿ではこの第二筆者がミドルリーダーに「なる」
プロセスで語った「自身の役割」に関する１０年間の語りをもとに，ミドルリーダーの省察
を促す方法を検討する。

（３）分析の手順
データの分析は，以下に示す①～③の手続きで実施した。
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表２ インタビュー日時等

６年担任
算数科主任
研究副主任

２０１５（H２７）年１０月１６日９

６年担任
研究主任
学年主任

２０１９（R元）年７月２９日１７２０１５（H２７）年８月１４日８

６年担任
研究主任
学年主任

２０１９（H３１）年３月２６日１６２０１５（H２７）年６月１２日７

２０１８（H３０）年８月１６日１５２０１５（H２７）年４月２７日６

５年担任
研究主任
学年主任

２０１８（H３０）年３月２８日１４
２年担任
研究推進部

２０１４（H２６）年８月１８日５

２０１７（H２９）年８月１８日１３６年担任２０１４（H２６）年３月３０日４

３･４年 A組担任
研究主任

２０１７（H２９）年３月３０日１２１年担任２０１２（H２４）年８月６日３
２０１６（H２８）年８月１８日１１１年担任２０１１（H２３）年８月２日２
２０１６（H２８）年４月１９日１０４年担任２０１０（H２２）年８月２５日１

担当学年等実施日時回担当学年等実施日時回

手続き①：第一筆者による調査及び逐語録の作成･プレ分析
第一筆者は２０１０～２０１９年度，第二筆者に対するインタビュー調査を計１７回実施した（表
２）。調査はすべて「自身の役割」に関する第二筆者の当時の認識を問うものであり，毎
回，教室等のプライバシーが守られる場所で１時間程度実施している。また，インタビュー
と合わせて授業や休み時間等の参与観察も行い，インタビューデータの補完を行ってい
る。
インタビューデータは全て逐語録を作成し，第一筆者によるプレ分析を行った（水本･
畑中･臼井･柏木２０１９）。当該プレ分析では，第二筆者はミドルリーダーに「なる」プロセ
スにおいて，「組織における自身の役割認識」が変容していることが明らかになっている。

手続き②：ミドルリーダーに「なる」プロセスの共同分析
手順①のプレ分析は第一筆者のみでなされたものであり，その結果の信頼性･妥当性は
低い。そこで，第一筆者と調査対象者である第二筆者，第三筆者である青木（以下，第三
筆者），第四筆者である野崎（以下，第四筆者）４名でデータ分析を実施した。
第三筆者及び第四筆者はかつて，第二筆者とともに附属小で勤務した経験をもつ。第三
筆者は教職経験１７年（２０１９年度現在），２０１０～２０１４年度の間に第二筆者と附属小でともに
働き，２０１９年度は長崎大学大学院教育学研究科（管理職養成コース）に院生として在籍し
た。第四筆者は教職経験２４年（２０１９年度現在），２０１０～２０１８年度の間に第二筆者と附属小
でともに働き，２０１９年度は長崎大学に在籍している（図２）。

手続き③：共同分析結果の考察
手続き②の共同分析は，手順①のインタビューデータの解釈を述べ合う対話形式で実施
した。実施日時は２０１９年８月２２日１０時～１５時である。ここで得られた語りは録音し，第一
筆者が逐語録を作成し，その結果を再度第一筆者が考察した。
図３は手順①～③を整理したものである。



長崎大学教育学部紀要 教育科学 第８５号（２０２１）60

図２ 関係図

図３ 分析の手順

（４）分析枠組
本研究の目的は「学校経営へ参画するミドルリーダーの省察を促す方法を開発し，その
可能性を検討すること」にある。そこで，上述の方法が「ミドルリーダーの省察」につな
がるか否かを判断する枠組みとして，コルトハーヘン（２０１２）による ALACTモデルを用
いる。
コルトハーヘンは，経験による学びの理想的なプロセスを，行為と省察が代わる代わる
行われるものと捉え，このプロセスを五つの局面に分けている。このモデルは各局面の頭
文字をとって ALACTモデルと呼ばれており，①行為：Action，②行為の振り返り：Look-
ing back on the action，③本質的な諸相への気づき：Awareness of essential aspects，
行為の選択肢の拡大：Creating alternative methods of action，⑤試み：Trialで構成さ
れている（図４）。
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図４ ALACTモデル

※以下のデータは「学校組織におけるミドル層が減少し，教員年齢構成がいびつな形に
なりつつある現状」に関するやり取りの続きである。

第一筆者：（最近の傾向としては）どんどん若手層が増えてきているから，若手を育て
るのもミドルになって，ミドルを育てつつ，ミドルがいかに若手を育てるか。
第二筆者：若手を，例えばミドルが育てるんじゃなくてその上が育てたらダメ？
第一筆者：あー，ミドルじゃなくて。どうですかね。あんまり上の層だと下の層も聞き
づらいとか，そういうのもあるんじゃないですかね。年齢的にも経験的にも身近な人
から。
第二筆者：離れてるからね。
第一筆者：上の人がもっと，下に降りていって，っていうのができればいいんだと思う
んですけど。長崎も，採用が増えてきているころじゃないですか？
第二筆者：（小学校の採用人数は）１４０人。
第一筆者：それがずっと（今後も続いて），数年間で（大量の若手が）入ってくるから
ですね。
第二筆者：（附属小に着任したら）最初に授業がある。（着任）１年目の４月に（着任
者）授業をするんだよね。
第一筆者：見定めるような。

（注４）インタビューデータの補足は（ ）で記載する。以下，同様。

Ⅲ．考察
以下では，共同分析で着目した手続き①のインタビュー逐語録を記載し，当該逐語録に
関する共同分析結果（手続き②）を述べる。そのうえで，そこから読み取れる結果を記述
する（手続き③）。

（１）考察１
最初に着目するのは，２０１５年８月１４日に実施した下記インタビューデータである。

手続き①：インタビュー逐語録（２０１５年８月１４日実施分）（注４）
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第二筆者：そうそう。（そして，着任者授業に対する附属小教員からの）質問の内容に
よって，（質問する教員の）経験や考え方が分かる。
第一筆者：あぁ，それは分かりますね。
第二筆者：分かるやろう。（自分が着任者授業を行った）そのときに，「そうかあ。」っ
て思って。俺，やっぱりね，A先生（注５）の質問がもうね，厳しかった。１年間。

第一筆者：前任校のときですか？
第二筆者：前任校で。もう，今となっては普通に話せるけどさ。他の附属小の先生は気
軽に話せないんだよね。恐ろしい存在なの，A先生が。俺も恐ろしい存在なんだけど，
（前任校で）そこまでやってきてるからさ。「授業が分かりにくい」って。「もう一
回やり直してみよう」って（A先生から）言われたこともあるからさ。だからこそ，
（授業について）語れるようになるんだけどさ。

（注５）第二筆者の前任校の同僚教員。A氏は第二筆者と同学年の学年主任だった。図２参照。

第二筆者：（昨日，後輩教員の）B先生，C先生に「もっと意識を高くもたないと（い
けない）」って話したんですよね。明日（８月２３日（金））みんなに提出しないとい
けないのに，（研究に関する提出資料が）完成していなくて。
第四筆者：今年も同じことが･･･。
第三筆者：あぁ，その，（インタビュー逐語録）１０頁に，それこそ育成のことで書いて
あるんですよね。一幸（＝第一筆者）がここで，「若手を，例えばミドルが育てるん
じゃなくてその上が育てたらダメ？」って。俺自身，自分の（教職大学院の）研究で
も悩んでるけど。ミドルって存在は大切だけど，上（＝管理職など）はじゃあどうす
ればいいのって。
第四筆者：管理職が？
第三筆者：管理職の動きとか。（管理職によるミドル層への）直接指導とかダメってい
うことかなって，一幸（＝第一筆者）が言ったのは。
第二筆者：一番いい組織は，ミドルが指導する組織がいいと思う。最終的に管理職が
出ていくみたいな組織が良いと思ってるから。それこそ野崎教頭先生（＝第四筆者）
が（附属小に）いたときには，先に僕が（周囲の教員へ）話をするけど，そこでおさ
まらないときには教頭先生（＝第四筆者）が出ていく感じ。
第三筆者：そこなんだよね。そこで，俺もそう思うけど。ただ，県内の公立学校の現状
をみたら，ミドルの人数も少ない。そのミドルに負担をかけすぎるんじゃないか，と
かさ。逆に，管理職が率先してやったほうが早いんじゃないかって思ったりもする。
第二筆者：多分ミドルって，役目を与えられて，学年主任とかの中から，その役になり
たい人が，意欲のある人が出てくるものだと思うんですよ。だから，それが出てこな
い場合は，管理職がある程度ミドルを育てるのと，若手に言う必要が出てくるけど。
だから，役目を学年主任とかに与えた後に，ミドルが出てくるかどうかの判断がいる
とかな。まず。

当該インタビューデータを踏まえ，共同分析では下記の対話がなされた。

手続き②：共同分析結果（２０１９年８月２２日実施）
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第三筆者：やっぱりそこで管理職も判断ができないといけない。
第二筆者：できないと組織が動かないかなって。ミドルが出てこない場合は，やっぱり，
若手に直接言うことも大事だけど，まずミドルを育てることもしなきゃって。
第三筆者：一個確認したいのは，若手を育てようとしたときに，自分の学級づくりと同
じような形で，子どもたちに対する接し方と同じように人材って育てます？
第四筆者：結構そうかもしれない。
第二筆者：僕は育てない。
第三筆者：やっぱり違う？大人に対する接し方と，子どもに対する接し方。俺ね，自分
の中では，子どもに対する接し方をやれば，同じように大人も育つのかなって今は思っ
てる。
第二筆者：やっぱり，大人は色々なことを知ってる，つながってるからさ。子どもと違っ
て，色々な，良くないことも知ってるぶん，同じ関わりじゃ難しいと思う。
第三筆者：例えば，行動の価値づけをしたり，称賛したりっていうのはあると思う。そ
れ以外に，何かこう，「こういうことをすれば」っていうのはある？
第二筆者：大きくさ，抽象化したらそれは同じになるんじゃない。そうやって，価値づ
けとか，賞賛とかになれば同じだけど。細かく，実際にすることは，やっぱり違うん
じゃない？
第三筆者：なるほどねぇ。
第二筆者：一番分かりやすい学校の教員の育て方は，それぞれの特性を見抜いて，そ
れにあわせて指導していかないといけないじゃないですか。
第三筆者：なるほど。その先生の特性をおさえて指導する。（中略）結局，上がなんで
もしちゃったら，組織として育たないのと，多分，ぎくしゃくしちゃうんだもんね。
ミドルがうまくまとめていくような組織じゃないと。
第二筆者：上は経営しなきゃいけない。学校を経営しなきゃいけないのに，細かいとこ
ろにいったら，すごく難しいよね。経営者しながら，若手の営業マンに教えるみたい
な感じでしょう。（中略）（２０１５年８月１４日インタビュー逐語録）１６頁の一番下の，俺
の発言のところにさ，授業をして，「授業が分かりにくい」って。「もう一回やり直
してみよう」って。方法は違っても，これが多分ミドルリーダーの役割でさ。なんか
こう，その人によって，言えるところが違ったと思うんだよね。俺だったらそこま
で，「授業が分かりにくい」「もう一回やり直してみよう」って言われながらも，やっ
ていくことで，その一本の授業でさ，授業の本質を掴むんだよね。掴んで，今の附属
小でも，今あんまり変わらない。ここで掴んだな，本質を。人によっては，今こうやっ
て言うことはできないけど，どういう指導をするかっていう判断は，ミドルリーダー
の大きな役目よね。使い分けていくことだね。
第一筆者：池田先生（＝第二筆者）だから，こういうやり方で
第二筆者：そう。俺がそこで「なんや」とかならないからね。どっちかっていうと，「見
とってみろ，次は」って感じだからさ。
第三筆者：多分，A先生は，「こいつだったら答えてくれる」って思ってるんだよね。

手続き③：以上のデータを ALACTモデルの観点から捉える。
第二筆者は共同分析の中で，後輩にあたる B教諭・C教諭に対して「もっと意識を高
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第一筆者：ちょっとまた違う視点でお聞きしたいんですけど。（中略）いろんな先生，
力量がばらばらな先生がいらっしゃる中で，同じ方向を向いて，研究主題に向かって
ですね，ベクトルを揃えていくというかですね。そのために，どんな風に，手立てと
いうか，意識というか，心がけていたことがあれば。（中略）
第二筆者：もうね，そこは研究主任の大変なところだと思う。けど本当ね，まず意識を
ね，職員の意識を，「出来ない」って思う人をいなくする，「出来る」っていうところ
からスタートしなくちゃいけんだよね。そのためには，４月にやってみせる。で，
やっぱね，見せることが大事だけど，見せたときに，「こんなレベルではできない」っ
て思われたらダメなんだよね。学級も。（中略）だけど，「ここを目指すんですよ」っ
て姿を見せる。最初は，研究主任が見せたとしても，後から僕たちがやって，「この
くらい，こういうところまでを目指しましょうよ」って，示してみせる。あとは，研
究主任がそれに向けて毎日授業をしてるから，その姿に対する，信頼をどんどん寄せ
させる。姿を見せられることが大きいとかなって。

第三筆者：俺は実践できなかったのが，（２０１１年８月２日インタビュー逐語録）８頁の，
同じ方向に向けて研究主題に向けてベクトルを揃えていくときに，やっぱりやって
みせるのがまず先でしょうって。で，意識しなきゃ，ってあって。自分もそれ，分
かってるけど，なかなか躊躇したりとか。自分に自信が持てないのでですね。「俺の
授業見せたところで」みたいなのはあるけど。（第二筆者は）もうずっと前から，そ

くもたないと（いけない）」と伝え，改善を促した昨日の様子を語る（行為：Action）。一
方，第三筆者からなされた質問への応答において「一番いい組織は，ミドルが指導する組
織が良いと思う」とも述べ，ミドルの役割に言及する（行為の振り返り：Looking back
on the action）。この対話を続ける中で，第二筆者は「大人は色々なことを知っている」
ため，子どもに対する接し方とは異なる接し方をしなければならないという認識へと立ち
戻り（本質的な諸相への気づき：Awareness of essential aspects），それによって，自身
が薫陶を受けた A氏の姿を思い起こすとともに，「それぞれの特性を見抜いて，それにあ
わせて指導していかないといけない」「これが多分ミドルリーダーの役割でさ。なんかこ
う，その人によって，言えるところが違ったと思う」という認識へとつながっていく。つ
まり，第二筆者の B教諭，C教諭への対応には，彼／彼女らにより合った接し方があっ
たのではないかとの認識が芽生えていることがわかる（行為の選択肢の拡大：Creating
alternative methods of action）。
上記から，第二筆者は共同分析を通じ，自身の行為を顧みる「行為修正へ向けた省察」
が行われたことが読み取れる。

（２）考察２
次に取り上げるのは，２０１１年８月２日に実施したインタビューである。

手続き①：インタビュー逐語録（２０１１年８月２日実施分）

当該インタビューデータを踏まえた共同分析結果は以下のとおりである。

手続き②：共同分析における対話（２０１９年８月２２日実施）
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ういうのを実践積み重ねてたんだなって（インタビュー逐語録を読んで）分かった。
（中略）
第四筆者：ちゃんとやってるよね。（第一筆者は）誠実なんですよ。（中略）
第三筆者：っていうか，本当に，（私は）口だけの人だったら苦手なので。（中略）（第
二筆者からは，附属小勤務時代に）本当に，いい刺激をもらったし。あと自分は，教
師って子どもが評価するって個人的に思っているので，子どもたちがいい姿を見せ
るんだったら，この先生はいい先生だなって（自分は思う）。一幸（＝第二筆者）は
まさしくそうだから。野崎先生（＝第四筆者）もまさにそうだし。俺は，どちらかと
いうと，二人に，とにかく置いていかれないようにって頑張っていったので。
第二筆者：けど，そこにはこだわりはあったね。俺は，「子どもで（成果を）見せよう」っ
ていうこだわりはあったよ。口で言える（言葉で伝える）ようになるのは，今は研究
（主任）になったから言えるようになるけど，とにかく，言うのは好きじゃないよね。
今も好きじゃないけどね。
第三筆者：あぁ，なんかちょこちょこ出てくるよね。「言うのは嫌い」って（中略）
第二筆者：これ（＝当時のインタビュー逐語録）を改めて読んでも，（今と）変わらな
いところかなって感じがする。

（注６）ここでの持論は，金井（２００５）や石川（２０１６）を踏まえ，効果的なリーダーシップを発揮す
るために必要となる，自分なりの「信念」をさす。

第二筆者：俺はさ，若い人のほうが，実習生にも言うんだけど，「あなたたちはすごい」っ
て言うんだよね。俺よりすごいって。何ですごいかって，「子どもにあなたたちは（年
齢が）近いから，子どもの気持ちをよく分かってる」ことが一つと。一番は，「今，
研究の最先端を行ってるのはあなたたち。大学で勉強してるから。そう考えたら，
あなたたちはすごいし，色んなものを使える，操作できるし。そこは自信持っていい
から，そこを活かしていくのを，俺は楽しみにしてる」って，俺は言うんだよね。
実習の最後も，送り出すときは，「俺から伝えることができたことはあったかわか

らないけど，あなたたちのすごさは重々わかったから，その力を，教員になってから

手続き③：以上のデータを ALACTモデルの観点から捉える。
第三筆者は共同分析の中で，「研究主題に向けてベクトルを揃える」うえで，第二筆者

の「やってみせる」ことについての語りに着目し（行為：Action），それを受けて第二筆
者は，当時から「子どもで（成果を）見せる」重要性を意識していたことを述べる（行為
の振り返り：Looking back on the action）。そして，その認識は「（今と）変わらない」
と述べている。
上記から，第二筆者は共同分析を通じ，自身の実践から生み出した持論（注６）（＝子ども
で（成果を）見せる）の存在に気付き，対話を通じてその持論が強化されたことがわかる。

（２）考察３
次に取り上げるのは，２０１４年８月１８日に実施したインタビューである。

手続き①：インタビュー逐語録（２０１４年８月１８日実施分）
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発揮してほしい」っていうのと，「今頑張ってることを続けてほしい」って言ってる。
俺，分からなかったんだよね，大学時代に。勉強の大切さも分からなかったし，遊
ぶことに重きを置いてたから，遊んでばっかりいたしさ。勉強嫌いだったから。俺，
教員になったのは勉強嫌いだったからなったからさ。だから，色々ズバズバ言うと，
他の先生たちが「勉強好きですね」って言ってくる。俺は好きじゃないんだけどさ，
正直。好きじゃないから言える。けど，今思うのは，好きじゃなくて，してこなかっ
たけど，色んな分野の本を読むのも面白いなって思う。早くしておけばよかったって
思うけど，絶対昔はしてなかった。

第三筆者：（２０１５年８月１４日インタビュー逐語録）２２頁なんですけど，実習生に対して，
「今，研究の最先端を行ってるのはあなたたち」って言ってるんですよね。そうだ
よなって思いましたね。結局，実習生が自信を持てなかったり，悩んだりしても，「最
先端を行ってるのはあなたたちだよ」って価値づけしてあげられれば，「そうだ！」っ
ていうことで，一生懸命，今まで習ったことで授業をつくるだろうし
第二筆者：僕，これ一年目から言ってるからさ。スタンスだと思う，考え方の。俺は，
（教育実習生と）将来一緒に働くって思って接してるから。
第三筆者：俺も一緒に頑張っていこうっていうスタンスは持ってるけど，そこの価値
づけのレベルが高い。あなた方は今これだけ頑張ってるんだよっていうのをちゃん
と言っておけば，学生も自分なりに考えていく。もっとモチベーションが上がる手
立てをとってたんだなぁって。俺，実習担当とかしてたけど，気持ち面とか色々伝え
てきたけど，こういうのを一言でも言っておけば違ったなっては思いましたね。

当該インタビューデータを踏まえた共同分析結果は以下のとおりである。

手続き②：共同分析結果（２０１９年８月２２日実施）

手続き③：以上のデータを ALACTモデルの観点から捉える。
第三筆者は，第二筆者の語りに触れる中で，附属小勤務当時の自身の実習生への関わり
方を思い出していた（行為：Action）。その行為に対して，「俺も一緒に頑張っていこうっ
ていうスタンスは持っている」と述べる一方で（行為の振り返り：Looking back on the
action），第二筆者のインタビューデータや対話を通じて「（第二筆者は）価値づけのレベ
ルが高い」という，自身との違いを見いだしている（本質的な諸相への気づき：Awareness
of essential aspects）。そのうえで，そのような関わりをなすことによって「あなた方は
今これだけ頑張ってるんだよっていうのをちゃんと言っておけば，学生も自分なりに考え
ていく」ということに気付いていった（行為の諸相への気づき：Creating alternative
methods of action）。
上記から，第三筆者は共同分析を通じ，自身の行為を顧みる「行為修正へ向けた省察」
を行ったことが読み取れる。

（３）考察４
最後に取り上げるのは，２０１７年８月１８日に実施したインタビューである。
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第二筆者：そうね。理論的なところ（を突き詰める作業）って，結構，先生たちってし
たがらないんだよね。だから，その理論を，授業に落として，授業を見せながら大事
なことを語るっていうスタンスかな。簡単な言葉で。
第一筆者：学級経営も発信するってどのようにして？
第二筆者：それはね，やっぱりその，例えば一時間の授業を見せる中で，実は授業を
見せるようで学級経営を見せてるんだよね。だから，「子どもとの関係ってこういう
風に作っていくんですよ」とか。子どもが，実際に何かを身につける学習（の在り様）
とか。学習規律もそうだけど。「人間性が身につくのってこういう風に声をかけるん
ですよ」「こんなタイミングですよ」っていうのを伝えていく感じ。そうしないとね，
崩壊する人も多いんだよね，学級が。昨日ちょうど，それこそ A先生と話したんだ
けど。やっぱりね，最近，学級崩壊が多くなってるって言ってた。
あとね，根気強く続けることだと思うんだよね。よく，「そういうことは若手には
無理」って言うけど，俺のクラスの子どもが何でこんなに育つのかっていったら，毎
時間続けてるから。俺はさぼらないもん，一時間も。「今回はいいか，ちょっと姿勢
悪くても」とか思うじゃん。けど，それは譲らないもんね。ダメなものはダメって言
うから。だから，自然にできるから，あとが楽。最初だけで。根気強さじゃないとか
なって思う時もある。

第三筆者：本当，先生方みんなが自覚してほしいなっていうのが，（２０１７年８月１８日イ
ンタビュー逐語録）１頁の最後の話ですね。一幸（＝第二筆者）が，「授業を見せる
ようで学級経営を見せてる」っていう，授業と学級経営って一緒なんだけどなって。
一緒っていうか，一体というか。やっぱり，いまだに，「学級経営は俺はできる」と
か，「授業は俺はできる」とか。別々に考えてはまずいのにな，っていうのはあるん
ですよね。授業中に生徒指導もできるし。なんかそういうところが，もっといろいろ
な先生に自覚してほしいし。けど，一幸（＝第二筆者）は（附属小内外の先生たちに）
見せて，見てくれた先生方に影響を与えているんだろうなと思いますね
第一筆者：そんな風に思う理由って。そう思うきっかけというか，何でそこが気になる
な，と思ったんですか
第三筆者：自分は附属小にいくまでは，そういう気持ちじゃなかったんですよ。どっ
ちかって言ったら，自分は学級経営に自信があるぞ。授業はごめんなさい，できま
せんって。けど，附属小に入って，色々な先生方の授業とかを見たら，子どもたち
がすごく個性を発揮しているとか，すごくお互いが尊重しながら話し合いをしている
とか。そういう授業を見せてもらったら，当然，その学級も休み時間とかもそうです
し。授業時間っていうのが，子どもたちの生活の大半を占めてるんだから，「学級経
営だけうまい」っていう概念はまず間違ってたんだなって思ったんですね。
俺が一年目に来たときなんかは，とんでもない人たちしかいないって思って，全て
において参考にさせてもらったし。すべての学級がすごいとしか思えなかったので。

手続き①：インタビュー逐語録（２０１７年８月１８日実施分）

当該インタビューデータを踏まえた共同分析結果は以下の通りである。

手続き②：共同分析結果（２０１９年８月２２日実施）
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けどやっぱり，公立学校の先生方はまだそこまで考えないというか。
一番，行政時代に困ったなって思うのが，（学校の先生から）相談とか話とか聞い
たりして困るのは，子どもたちのせいにしちゃう先生方がやっぱりいるんですよね。
「今日の研究授業では，こういう手立てを打ちました。ただこういう特別支援の子た
ちがいるので…」とか言われると，「あ，もうダメだ」って。「子どものせいにしてる」っ
て。「授業を改善すれば，子どもは変わるのにな」とか。どうしても，そういうつな
がりを考えない人もいるのかな。だから，そこは，自分もちょっとは話はできるか
らですね。話をしてきたつもりなんですけど。

手続き③：以上のデータを ALACTモデルの観点から捉える。
第三筆者は，第二筆者の学級経営・授業に関する認識の語りを読む中で，第三筆者が附
属小着任当時に抱いていた「自分は学級経営に自信があるぞ。授業はごめんなさい，でき
ません」という認識を思い出す（行為：Action）。しかし「附属小にいくまでは，そうい
う気持ちじゃなかった」と第三筆者が語るように，附属小で先輩教員の学級経営や授業の
様子から学ぶ中で第三筆者自身の認識が変容したという（行為の振り返り：Looking back
on the action）。これが「色々な先生方の授業とかを見たら（中略）学級経営だけうまいっ
ていう概念はまず間違ってたんだな」という現在の認識へと至る契機となっている（本質
的な諸相への気づき：Awareness of essential aspects）。そのうえで，第三筆者はその後
のキャリアにおいて「そこは，自分もちょっとは話はできる」という認識のもと周囲の教
職員と接しており，そういった自身の持論（＝「学級経営と授業を切り離すことはできな
い」）の存在に第二筆者の語りを読むことで立ち返っている。
上記から，第三筆者は共同分析を通じ，附属小在籍時における自身の様子を振り返ると
同時に，自身の持論を確認するという「持論強化へ向けた省察」が行われていたことが読
み取れる。

Ⅳ．おわりに：結果と今後の課題
本稿は，研究・実践上の喫緊の課題である「いかにしてミドルリーダーの成長を支え，
育成するか」を念頭に置き，学校経営へ参画するミドルリーダーの省察を促す方法を開発
し，その可能性を検討することを目的とするものであった。
その方法として本稿では，①第一筆者による長期的・継続的調査及び逐語録の作成，プ
レ分析，②ミドルリーダーに「なる」プロセスの共同分析，③共同分析結果の考察という
方法を採用し，その可能性を検討した。
まず，本稿の目的であった「ミドルリーダーの省察を促す方法の開発」に関しては，上
記方法を通じ，概ね満足のいく結果が得られたと考えられる。具体的には，調査対象者で
もあった第二筆者は，上記方法による検討を通じ，自身の行為を振り返り，「行為の選択
肢の拡大」の契機を掴んでいる（Ⅲ（１）参照）。また合わせて，共同分析を通じ，実践か
ら生み出された自身の持論の存在に気づき，その持論の重要性を再認識する「持論の強化」
もなされていた（Ⅲ（２）参照）。これらは「ミドルリーダーの省察」に該当すると考えら
れ，この省察は，具体的かつ継続的な「語り」及びその「語り」の変容をベースとしなが
ら，研究者・実践者，当事者・関係者という様々な立場からの対話を通じて見出されたも
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のであると言える。
また加えて，本稿で取り組んだ方法は，調査対象者である第二筆者だけでなく，非当事
者ともいえる共同分析者（第三筆者）の省察をも促すという副次的な効果も生んでいる。
具体的には，共同分析の過程において，第三筆者は自身の行為を顧みる「行為修正へ向け
た省察」や（Ⅲ（３）参照），「持論強化へ向けた省察」を行っていたことが読み取れる（Ⅲ
（４）参照）。この副次的な効果を踏まえるならば，ミドルリーダーは，他者のミドルリー
ダーが「ミドルリーダーに「なる」」プロセスの記録を読み込むことで，自身の省察を促
し，ひいてはそれがミドルリーダーの成長へとつながる可能性を見出すことができる。こ
の点は，ミドルリーダー育成へ向けた今後の研究や実践への発展可能性を示唆するものと
いえるだろう。
今後は上記知見を踏まえ，「いかにしてミドルリーダーの成長を支え，育成するか」と
いう問いへ応答する実践を行っていかなければならない。具体的には，ミドルリーダー当
事者及び候補者，そしてミドルリーダーを校内で育成する主体となりうる管理職及び管理
職候補者等を対象とした研修・講義プログラムを開発・実践し，その効果を検証する必要
がある。
また合わせて，本稿で取り扱ったような事例・分析を積み上げる取り組みも必要であろ
う。具体的には，現職教員を対象に，長期的・継続的なインタビュー調査を実施し，その
データを共同分析するとともに，当該記録・分析結果を教職大学院や教員研修におけるミ
ドルリーダー育成教材として活用するといった取り組みが求められる。これは，従来の教
育学における調査研究が，限られた時間かつ研究者・実践者という二者の関係性のなかで
スナップショット的に実施されてきた状況を乗り越え，時代とともに変化し続ける研究
者・実践者が「ともに人生を “生きる”」様子を記録・分析する方法を模索するものともい
える（清水・畑中・金子２０１６）。
さらに，教職経験のある実践者だけでなく，学部生やストレートマスターが上記のよう
な記録を分析することによって，当該学部生やストレートマスターの認識にいかなる変容
が生じるのか，資質力量の形成へつながるのかといった，教員養成段階も射程に入れた教
師教育教材の開発も検討していきたい。
なお，本稿の分析はインタビューの「各論」に着目するにとどまり，「１０年間を通じ，
いかに変容したのか」という「総体」に着目した分析までには至らなかった。この点につ
いては，その方法の可能性も含め，今後さらに検討していきたい。
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追記
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